
                            （一般質問） 

※二重線は、分割方式を選択した場合の分割箇所を示すものです。

質問日   令和３年３月 12日（金） 質問方式 分割方式 

質問順位 ５ 会派名 自由民主党浜松 議席番号 26 氏名 平野 岳子 

表  題 質 問 内 容 答弁者の職名 

１ 令和３年度市税

収入の見込みにつ

いて 

２ 本市経済の現状

と今後の課題対策

について 

３ 森林整備促進と

木材利用の普及啓

発について 

４ 職員の人材確保

について 

  令和３年度当初予算では、市税収入が令和２年度から

152億円の減を見込んでいるが、その根拠について伺う。

(1) 長引く新型コロナウイルス感染症の影響下における、

本市の産業別の影響をどのように捉えているか。また、

今後の中小企業対策の考えを伺う。 

(2) 本市の雇用情勢をどのように捉えているか。また、新

卒大学生の状況について伺う。 

(3) 

ア 「浜松市新産業創出事業費補助金」について、採択

された事業における製品化という観点からの成果を

伺う。 

イ 今後製品の事業化のためにも新産業創出へのチャ

レンジに対し、新たな支援策が必要と考えるが見解を

伺う。 

(1) これまで既存の補助事業により間伐等を実施してき

たが、新たな財源である森林環境譲与税を森林整備にど

う活用していくのか。また、静岡県の「森林（もり）づ

くり県民税」を活用した森林整備とのすみ分けについて

伺う。 

(2) 市民アンケートによると、ＦＳＣ森林認証材の認知度

が区によって差があった。民間企業と連携し、公共空間

を木質化するなど認知度アップに向けた天竜材（ＦＳＣ

認証材）のさらなる利用促進のための考えを伺う。 

(3) 幼児期から、地元天竜材を生かした「木育」をはじめ

とした「木づかい運動」を普及啓発していく必要がある

と思うが、市の考えを伺う。 

(1) 近年、本市職員採用試験の内容が見直されているが、

有為な人材確保策と効果を伺う。 

(2) 国は、保健所の恒常的な人員体制強化策として、令和

４年度までの２年間で感染症対応業務に従事する保健

師を現行の1.5倍に増員するとしたが、本市における対

応を伺う。 

(3) 児童福祉法施行令の改正により、児童相談所の児童福

祉司は人口４万人に１人から３万人に１人に、児童心理

司は児童福祉司３人に１人から２人に１人へと配置標
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表  題 質 問 内 容 答弁者の職名 

５ 自治会活動にお

ける今後のデジタ

ル推進の考え方に

ついて 

６ 保育所等への入

園申込み・相談対

応の在り方につい

て 

７ 学校施設整備の

在り方について 

８ 公立美術館の魅

力向上について 

準が改められたが、本市における増員計画を伺う。 

  コロナ禍においてデジタル化が全国的にも急激に進

む中、本市においても自治会独自でホームページを作成

したり、運営や活動に工夫をしたりしている。デジタル

ツールの活用は、自治会活動の負担軽減においても有効

と考える。 

そこで、以下２点について伺う。 

(1) 自治会のデジタル化について、どのように認識してい

るか考えを伺う。 

(2) 自治会におけるデジタル化の現状把握とニーズ調査

を実施する等、具体的な支援策について考えを伺う。 

今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め、入園申込みを窓口受付から郵送申請に変更して実施

した。今後も保護者が安心して入所申し込みや相談を行

う環境を確保することが必要である。 

そこで、以下２点について伺う。 

(1) 今年度実施の郵送申請の状況と今後の方向性を伺う。

(2) アフターコロナも見据えた市民の相談窓口機能の確

保について考えを伺う。 

本市の小・中学校施設については、「浜松市学校施設

長寿命化計画」を策定し、施設の老朽化対策として大き

な方針が示されている。 

しかしながら、本市には老朽化以外にも施設に関する

様々な課題を抱えた学校が存在している。特に、小学校

のうち 1000 人を超える大規模校においては、普通教室

の不足により「はままつ式少人数学級編制」ができず、

体育館やプールについても児童数に比べ狭小のため、体

育授業等の実施に苦慮している。 

また、令和３年度から小学校の 35 人学級編制が法制

化される見込みであり、令和８年度には小学６年生まで

35 人学級編制となるが、大規模校に限らず必要な普通

教室の確保は課題と考える。 

そこで、以下２点について伺う。 

(1) 現状における学校施設の課題をどのように認識して

いるか伺う。 

(2) 今後に向けた学校施設整備の在り方について伺う。 

(1) 「浜松市美術館運営についての考え方」が示されてい

るが、これを実現するための課題への取組について伺

う。 

(2) 公立美術館のあるまちで豊かな生活を享受し、美術館

の価値を高める取組と、「浜松らしさ」を打ち出してい

くための考えを伺う。 
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